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【昌次】

].加賀国守護富樫氏の歴史

2.富樫氏の館富樫館跡押野館跡

3.富樫氏の城高尾城跡

4.富樫氏の墓御廟谷・富樫晴貞蟇地

5.富樫氏の家臣槻橋氏の城館跡

6.伝富樫政親の終嶌の地倉ケ岳城跡

フ.巨樫氏関連遺跡など(野々市市エリア)

8.冨樫氏関連遺跡など(金沢市以北エリア)

※表紙写真「居城高尾城跡から望む」(金沢市伏見台公民館提供)

※表紙のイラストは富樫家通、作・富樫氏頌徳会、画・宮前洋介氏『八曜の剣

富樫氏の物語』 2m6年より

]

富樫氏の歴史

加賀国守護

【富樫氏の概説】富樫氏は、藤原利仁の流れをくむ加賀斎藤氏の一族で、野々市市と金沢市を流れる高橋川中流域の冨樫

郷を拠点としていました。利仁から7代の家国が「富樫介」を称したことが富樫氏の始まりとされ、康平6年0063)

には野々市に館を築いたとも伝えられています。

同じ斎藤氏の一族で先に勢力を強めていた林氏の嫡流が、承久3年 a22D の「承久の乱」で朝廷方につき衰退した

ことから、幕府方であった富樫氏は加賀における武士団の筆頭となり、守護を歴任する北条氏一門の代官を務めました。

その後、富樫高家は南北朝内乱期の戦功から、建武2年(]335)加賀国の守護に任じられました。高家は守護所を野々

市に置き(富樫館)、政治を行ったと考えられます。

嘉吉元午 a441)、富樫教家が将軍の怒りに触れ失脚したことを発端に富樫氏の分裂が始まり、長享2年(]48鋤加

賀の一向宗門徒と一族の富樫泰高の攻撃によっで守護冨樫政親は敗北し、政親の居城である高尾城は落城しました。

戦国期には、富樫泰高が加賀国の守護職をヨ1き継ぎますが、実権は一向宗門徒がもち、富樫氏の勢力は衰えτいきまし

た。元亀元年 a570)守護富樫晴貞は、金沢市の伝燈寺で一向宗門徒に討たれ、富樫氏は滅亡しました。富樫館はこれ

以降に廃絶していったと考えられます。
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富樫氏略系図(数字は加賀守護の順、北は北半国、南は南半国守護)『野々市町史通史編』 2006年より
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年号(西暦)

延号 15 午四]励

康平 6年(1063)

治承 d 年(1180)

寿永2年(Ⅱ83)

富様氏と躰氏の祖先である藤原利仁、鎮守府将軍に着任

野永3年住184)

富樫家倒、野●「1iに館と神社〔現在の布lb礼中"を建立

「富鼎介」を名の"犬阜家や公家の野遵として仕える

文治 3年(1187)

建久3年(Ⅱ92)

永久 3年(1221)

富樫家経、北眸道を南下する木曽義仲の軍に加わり、供利伽羅峠で小氏単舮平破

富慳家経、木曽笈仲に従い京へ打くが、源範経に敗れ加賀に戻る

永イニ元年仕293)

源義経一行、京から奥州へ逃北る迩リ・.、弁慶が富樫の鯲に立ち宵ると伝わる

元応2年札訟山

富樫氏に関係する主な出来事

元弘 3 イr (1器3)

上皇方の林氏か衰退、幕府方の富櫻氏は勢力拡大

富樫氏、京の治安紅持に活躍

建武元年 a33心

富樫氏の略年表

富樫家尚、永*寺守脚ヂ哩)から徽迎義介を招き、野々市(木町1丁目イJ近)に大乗古を開く仂口

賀で最初の禅寺)

建武2年 a器易

富樫泰明、加賀守護の代理として白山本宮を参"

建武3年Ⅱ器励

暦応元年 a器鋤

貞和元年 a34励

起利尊氏、富樫高家を加賀の守護に任命(富樫氏最初の守設)

貞和 2 什,(134印

棚応元年 a器山

富燮,宕,家、九川抗紫・多々良i兵の戦いで凾敢に戦った尊氏七騎の一人と伝わる

応安2年 a369)

富樫高家、尊氏の側近として室町県府の誕生に尽力

至徳4咋 Q器わ

足利尊氏、富樫氏寿(高家の子)を富樫新庄(野々市市新庄刊近)の地軸仁任命

明徳3年 U諦の

密樫家善(押野殿)、火乗寺に押野荘の士地を寄進

1忘永 2]年(1414)

富樫高泰、富樫氏出身の大乗寺第三代明1略素哲の供盡の力め、大乗寺に高安軒(劉,々市市木向'1

丁Ⅱ付近)春建立

嘉吉元年. a441)

富樫昌家(氏寿の子、北朝力)、越中(富山県)の桃井勢('南朝方)を質ψ市で學退

富慳昌家没。斯波義挿が加賀守護に任命され、この後27午冏支配

嘉吉2 午 a442)

文安2年 a叫5)

富樫満春と富樫満成、斯波義種の失胸により半田ずつの守誠に任命

日本史の主な出来事

富樫教家(満春の子)、将軍足利義教の怒りにふれ、弟の泰高が寺誰に
将軍義敦の死で、教家と泰高兄弟が守護をめぐ"争う(富慳一族内紛)

長禄 2年(1458)

源頼朝・木"義仲、平武追討のため挙

兵(治承・寿永の舌U

管領畠山特匡1、富樫成春を守護にして父の教家を復雅させ力か、守護であ0た富樫泰高が抵抗し、

翌年に争いが起こる

長禄4年札460)

似利伽霧峠の戦い

寛正5年(146心

貧沸酬田Ⅲ憐元が徳'樫泰高を守護に復帰させたが、内'び富樫一族が争0たため、嚇元、富鰹成詳(北

加賀半国)と泰高(南加賀半国)を半囚守設とtることで争いを収める

'

』

寛正6年(146励

→凡

11県義経、兄頼朝によ0て京を追われる

赤松氏、神璽(天皇の印)を奪伺し力功績によ0て北加賀半国の守護に

富1繋教家・泰島、協力Lて赤松氏に抵抗L北加賀の各地で乎いを起こす

応仁元年(1467)

源頼朝、鎌倉幕府を開く

応七2年住姉剖

鳥羽上皇、謙倉幕啼追酎のため挙兵(水

久の乱)

富樫泰高、由加賀半倒の守護を富樫成春に譲るが、成寿の死により3年後に復婦

富1樂泰闘、1馨凧して寓惇政親に南加賀半回の守護を譲る

文明 3 仁(147D

将軍足利義政、後花樹天皇の仙洞御所で花見の宴を行い、この時・新作の能『安宅』が上演されて
安宅の関に「富樫」が登場

文明 6年(1町4)

富'樫政親、大乱当初は西軍(山宏.カ)であったが、将軍義政の勧めで東車俳田川h)に加勢

文暢7年(1打励

鎌倉ネ府が滅亡

富棟政親0赤松氏力斗番麿の領地(兵庫県)を取"戻して扮ると、加賀一画の才護に

後醍醐天皇、建武の新収を樹始

富樫政親、弟幸千代と対立。越前の朝倉孝県によ"幸千代が加賀守護に

建知が吉峪御坊(福井県)左開き、北陸に浄士真宗の教えを広める

足刷寺.氏、武家政治彰行うため挙兵.L
たが、九州へ敗走

長宗2年(1弼鋤

富樫政親(本願寺派)と帶辛千代{高田導修寺派}が争・う(文明の一揆)

政執、勝刊して守護に復帰するが、木廟寺派は大きな力を特0

足刷岬氏、多々良浜 f福岡市)の帷い
に勝利

享禄4年 a郭D

本験寺派の一部f禽樫政親と争いを起こしたため立任を取"延如は吉岫を退去

足利範氏、室町幕河を開く

寓樫政親、将軍足利義向の近虻六角氏討伐に川陣したが、兵極米や兵を国に求め力ことで、加賀
でノ、規模な一揆が起こる

政捌、高尾城に立てこもるがご富樫泰高力q念大:貯の一揆力の攻雌を受けて、愉害(長字の一揆)

泰"哥、政親の葬般を大乗寺で行い、翌年、寺護に

元mフt打・:Ⅱ570)

大正 2イf、 n574)

富樫稙泰(泰高の牙゛、心1頗寺派の内乱から起こ0た争い(享様の鈷乱・大小一揆)に敗れ越前
に逃走

火正 8イド U醸0)

富樫哨貞(柚嚇の次'f・)、打半足利鞍昭の命によ"織田信長に加勢したためー・揆方から攻峡。帖貞
と子の祖雲和尚は伝燈寺(令沢市)で酎死
時友(哨貞長、f)、越巾小杉(富山県)に逃れ小杉と名を改め、後に前山利長に仕える

1何北制合一

富鰹泰俊(稲泰の長氏)、子の稙春
宗俊 M゛俊の' f〕、越前から逃れ、

赤松満祐、将軍足利義教を殺筈(粥吉
の舌U

天易博者が越前で加賀一恂一揆力と戦い、金i,對成で白害'冒

後様弥右衛門と名を改め押野に塔住

応仁・文馴の人乱住467 ~フフ)

富樫氏頌徳会『八曜の剣加賀・富樫氏の物語』2m6年より

長享の一撲

織Ⅱ1信長、本1頭占・(ー・向一揆)と 10年

に及ぶ戦い f石山介鞍)を始める

織田信長軍、-1司一揆勢を雌破
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富樫館跡鵬鰯覇欝
(市指定史跡)

Googleマップ

富樫氏の館

【富樫館跡の概説野々市市住吉町235-2】

富樫館跡は、加賀の武士団冨樫氏が築いた館で、

室卸時代以降、加賀国の守護に任ぜられたことか

ら、国内の政務を司る守護所でもあったと考えら

れます。

館の詳細な場所については長く不明でしたが、

平成6年0994)に野々市市住吉町地内で発掘調

査を行ったところ、館の圖囲を囲む堀の一部がみ

つかりました。

堀の規模は上幅6~7m、下幅約] m、深さ約

2.5 mのV字形をしており、その隣には堀を掘った

士砂で築いた士塁があったようです。

堀の中からは室町時代~戦国時代前半の土師器

や珠洲焼、瀬戸焼、中国製青磁器などの日常雑器

や直径約5Cmの銅製鏡が出士しています。

安政5年 a85鋤の『富樫館跡絵図』(石川県

立図書館蔵)には当時の館の様子が描かれていま

す。絵図には、館の圖囲を囲む土塁が描かれており、

その規模からこの館は一辺約]00~]20m四方の

広大な敷地であることがわかりました。
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高尾城跡.

富樫氏の城

【高尾城の概説金沢市高尾町ウ31】
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富樫高家が九州筑紫で勝利を祈願した宇佐八幡

神社の神が飛来した所で、この地に神社が建てられ
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高尾社に移転合祀され揮ケ峯神社と

改称しました
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御廟谷
(県指定史跡)

富樫氏の墓

【①御廟谷金沢市額谷町】高尾城の南麓、山あいに

ある御廟谷は、富樫氏の累代の墓所と伝えられていま

す。地形は四段に分かれ、上段の「寺屋敷」と呼ばれ

る位遣には、石材が散在し、その下段には五輪塔一基

を中心とする石塔がみられます。「寺屋敷」は富樫一

族の居館跡とも、家臣金子氏の居館跡とも伝えられ、

伝承そのものは必ずしも一致していません。

昭和60年『石川県の文化財』より
ちワん

【石塔群】中央の王輪塔は、高さ 90cmを測り地輪と
かウんくう占、うりん

空風輪に比ぺで火輪が大きく不安定です。石材は凝灰

岩で元は個別の五輪塔の部材と考えられています。左

側の石塔は、高さ66Cmを測り、不正形な方形石の上
ほうきょういんとう

に水輪、隅飾りの欠けた宝筐印塔の誓を重ね、欠損し
モ5りん

た相輪を据えたものです。右側の石塔も同様の部材を

くみ上げたものです。石造物が置かれた墳墓の盛土は、

一辺が4.7m、高さ 1.65m、方形を呈しています。こ

れらの石塔群はいずれも中世後期 a5世紀代)に属

していますが、石塔の各部材を集債したものです。

【金沢市南部の石造物群】金沢市南部地区には御廟谷

以外に、高尾城の西方、かつて「寺下」と呼ぱれた地

点で五輪塔などの石塔が採集されたほか、四十万八幡
口そラはん

神社では五輪塔の部材が、額新保町集会所では地蔵¥
かぎ子う

則坐造や五輪塔や宝筐印塔の部材等が確認されでいま

す。中世後期の石造物がこの地区に数多く確認されて

いることから宮樫氏に関連する一族の稟地があったと

推定されています。
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富樫晴貞墓地■

富樫氏の墓

【伝燈寺金沢市伝燈寺町ハ17田肌済宗妙心寺派寺院、

宝亀山と号し、延慶元年030鋤え開山にしたといわれて

います。加賀の五山派の有力寺院となったが、その後、実

質的に河北郡一向一揆の影響下に置かれました。元亀元年

0570)織田信長勢に内通を謀って追われた富樫晴貞が当

寺で自害しました。

【富樫晴貞墓地】富樫晴貞はまたの名を小次郎と呼ばれ、伝

燈寺町の共同菓地と同じ尾根にあります。墓域は真西4.5m、

南北5.2mのほぽ正方形の平坦面に築かれています。

慕塔は向かって右側に富樫塔、左奥には昭和25年に建

立された五輪塔があります。

富樫塔は高さ]38.3Cmを測る。塔は下から基壇、台座、

塔身で構成されており、塔身は方柱状で頭部を三角形に尖

らせています。

【銘文】元亀元年嘉五月十匹日卒

葬於河北郡傳燈寺邑山下

<中央>六世祖富樫小次郎君之墓

天明三年癸卯十月改建立

後喬小杉喜左衛門図謹口

※小杉家は暗貞の長子晴友系で晴貞死後、越中に逃れ、

小杉と名を改めました。
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槻橋氏の城館跡.'

富樫氏の家臣

【秩財喬氏の概説】槻橋城跡を築いたとされる槻橋氏は、出自や系譜は不明で

すが、現在の白山市月橋を拠点とする有力な国人(在地武士)と考えられていま

す。室町時代には加賀国の守護であった富樫政親の側近として仕え、槻橋氏が

北加賀君風河北・石川両郡)に所領があったことから守護代の立場であったとも

考えられています。
'

近世史料『官知論』には、富樫政親の側近の侍に槻橋近江守重能の名がみら

れ、幼いころより、政親に忠誠を尽くし、荒屋村住見白山市荒屋町)を賜わった

と記載されています。また、長享2年a48鋤の加賀一向一揆では、政親ととも

に自害した武将の中に槻橋近江守をはじめ、槻橋三左偉j門・槻橋式部丞など槻

橋一族の名があります。近世史料『白山諸雑記』には、「三位卜云家老」が兵糧を

預けておいた月林村の山城が、一揆のために陥落したと伝えています。
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溝や小穴が発見され、遺物は室町時代前半を中心と
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し、槻橋氏の館の一部の可能性が考えられています。
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7

富樫氏関連遺跡など
(野々市市エリア)

1①野々市市郷士資料館(旧魚住家住宅X市指定文化財)】

野々市市本町3丁目 19番24号

旧魚住家は、安政年間 a850年頃)に石川郡村井村

字樋爪(現在の白山市)に建てられた農村の商家で、現

在は移築され、野々市市郷士資料館として利用されτい

ます。

館内は、旧魚住家住宅を利用して昔の家の様子を再現

しているほか、昔の農具や生活道具を展示しています。

また富樫氏に関する資料パネルや、冨樫館跡から出土し

た遺物なども公開されています。

【②住吉の宮(市指定史跡)】

野々市市本町2丁目

住吉の宮(現布市神社)は、康平6年0063)〔一説

には寛弘6年(]009)〕に富樫家国が野々市に居館を構

えた際、敷地内に社殿を造営したことが始まりとされて

います。
゛

境内には『富樫氏先業碑』があゆます。これは、富樫

氏の事跡を後世に伝えるため■月j台22年0889)に野々
いよもんモ う

市村の優れた営農家である水毛生伊余門が建てたもので

す。碑文には、冨樫氏のはじまりから政耕が一向一揆に

よって滅ぽされるまでの約500年の事跡が刻まれでい

ます。
討おいちょう

他伺も、推定樹齢約500年の『大公孫樹』(市指定天

然記念物)、源義経が奥州へ向かう途中、富樫の館にて

家来の弁慶が余興に放り投げたと伝わる『弁慶の力石』

もあります。
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【⑤富樫館跡石碑(市指定史跡)】

野々市市本町2丁目

富樫館跡の石確は、昭和42年 a967)に金沢工業大

学と富樫卿奉賛会(現富樫氏頌徳会)が冨樫館の存在を

広く知らせるために北陸鉄道石川線野々市工大前駅横に

建てたものです。

石碑の裏には『富樫氏歴代の居館したところ富樫城と
く〒うかわしんぺえかわ

も言い九展川と新兵衛川を外濠とした匝域である』と刻
まれています。

金沢市

富樫館跡石碑
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【③水毛生家住宅(市指定文化財)】

野々市市本町3丁目η番14号
みもうけ

水毛生家は家譜によると富樫氏の末沓で、夫正 15年

0589)野々市に移り住んだとされています。

近世の主要街道の旧北国街道沿に建つ水毛生家住宅は、

表構えは切妻妻入りとなる農家の形、内部の問取は町家の

形となっており、通りに面するミセノマの屋根は江戸時代特

有の板葺屋根造りの緩い勾配となっています。

明治]0年087フ)頃にはキ屋を京風の数寄屋造りに

建て替えており、茶室・庭・土蔵が一体となった「茶の湯」

のための空間が形成されています。 ※通常、非公開

1
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凡

【④大乗寺跡】

野々市市押野・本町・横宮町周辺

大乗寺は、富樫家尚と僧澄海が永平寺(現福井県)よ
τコううぎかい

り徹通義介(]219 ~ 1309)を招いで永仁元年(1293)

に開いた加賀国最初の禅寺で、加賀守護を務めた富樫氏の

菩提寺でもありました。 ^

創建当初の大棄寺の範囲は、野々市市押野・本町・横

宮町周辺と推測されます。

本町 1 丁目には、1350年(正平励に富樫高泰が大乗
めいほうそてつ

寺第4代住持の明峰素晢を祀るために開いた寺「高安軒」

があり、大乗寺旧址の石碑が置かれています。(本町]丁目

232 番)

大乗寺は江戸時代には加賀藩前田氏の支援を受け、金沢

城下に移転・再建され、現在は金沢市長坂町にあります。、
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【野々市市ふるさと歴史館】

野々市市御経塚1 丁目 182番

野々市市内の遺跡から出土した縄文時代~江戸時代の

遺跡の紹介や発掘調査でみつかった遺物などが展示され

ています。

富樫高家の弟・家善の館である押野館跡の発掘調査で

みつかった遺物をはじめとして、富樫氏に関するパネル

や資料、他の中世遺跡の遺物などが紹介されています。
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石川中央都市圏全体図
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